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　循環型社会の構築が求められるなか、ごみをごみとしてではなく資源として出すこと
が、今後はより重要になってきます。
　この特集では、ごみの処理状況をお伝えするとともに、ごみ量と処理にかかる費用を
公開します。市民の皆さんには、さらなる資源化に向けた取り組みにご協力をお願いし
ます。
 問環境課ごみ減量推進係☎042-493-3750

令和 3 年度令和 3 年度ごみごみのの処理状況処理状況についてについて
～ ご み の 減 量 に ご 協 力 を お 願 い し ま す ～～ ご み の 減 量 に ご 協 力 を お 願 い し ま す ～

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
可燃ごみ（㌧） 9,902 9,708 9,754 9,736 9,326
不燃ごみ［有害ごみを含む］（㌧） 1,362 1,364 1,426 1,618 1,302
粗大ごみ（㌧） 56 73 86 105 88
一人1日当たりの可燃ごみ・不燃ごみ［有害ごみを含む］・粗大ごみの量（㌘） 419 413 418 425 398
一般廃棄物処理基本計画で定めた上記目標値（㌘） 421 415 409 404 399
容器包装プラスチック（㌧） 1,038 1,030 999 1,135 1,247
 ごみの減量や適正な分別排出は手間や時間などがかかりますが、市民の皆さん一人ひとりが毎日続けていただくことでごみの減量につながりますので、ご協力をお願
いします。 ※計画で定めた目標値は容器包装プラスチックは含みません。

◆直近5年間の主な家庭ごみなどの排出量について

ご み 処 理 と 資 源 収 集 実 績ご み 処 理 と 資 源 収 集 実 績

計計
10,716㌧10,716㌧

可燃ごみ可燃ごみ
9,326㌧9,326㌧

不燃ごみ不燃ごみ
1,277㌧1,277㌧

粗大ごみ 88㌧粗大ごみ 88㌧
有害ごみ 25有害ごみ 25㌧㌧

可燃ごみ可燃ごみ
2,579㌧2,579㌧

粗大ごみ粗大ごみ
6363㌧㌧

不燃ごみ不燃ごみ
25㌧25㌧

計計
2,667㌧2,667㌧

計計
819㌧819㌧

紙類紙類
745㌧745㌧

布類 60㌧布類 60㌧
その他14その他14㌧㌧

［アルミ・びん等］［アルミ・びん等］

行政収集ごみ ＋ 直接搬入ごみ

＝

ごみ排出量ごみ排出量
合計合計 13,383㌧13,383㌧

行政収集資源物

集団回収資源物
＋

＝

5,133㌧5,133㌧資源物収集量資源物収集量
合計合計

行政収集ごみ行政収集ごみ 直接搬入ごみ直接搬入ごみ

行政収集資源物行政収集資源物 集団回収資源物集団回収資源物

　行政収集ごみ、直接搬入ごみのどちらも、
可燃ごみが大半を占めています。収集実績
（量）では令和3年度において、皆さんのご
協力もあり、令和2年に比べて約848㌧（6
㌫）減と大幅に減少しています。
　収集・直接搬入されたごみは中間処理施
設「柳泉園組合」（東久留米市内）で焼却・
分別などの中間処理を行っています。中間
処理施設で焼却処理した後の焼却灰は、二
ツ塚最終処分場（西多摩郡日の出町）へ搬
入されます。そこでエコセメント化され、
L字溝などにリサイクルしています。

　資源物として収集された、びん・かんは
柳泉園組合、古紙・古布類は東多摩再資源
化事業協同組合、容器包装プラスチック・
ペットボトルは東村山市内にある指定保管
施設へ搬入され、資源化処理をしてそれぞ
れが再資源化されます。

【行政収集ごみとは】【行政収集ごみとは】資源物以外の家庭から出た「可資源物以外の家庭から出た「可
燃ごみ」「不燃ごみ」「粗大ごみ」「有害ごみ」で市や市燃ごみ」「不燃ごみ」「粗大ごみ」「有害ごみ」で市や市
の委託業者が収集したごみを指します。の委託業者が収集したごみを指します。

【直接搬入ごみとは】【直接搬入ごみとは】柳泉園組合へ市民の皆さんから柳泉園組合へ市民の皆さんから
直接持ち込まれるごみと市内事業所から排出された直接持ち込まれるごみと市内事業所から排出された
可燃ごみ（収集運搬許可業者が持ち込んだごみ）を指可燃ごみ（収集運搬許可業者が持ち込んだごみ）を指
します。します。

【集団回収資源物とは】【集団回収資源物とは】日常生活で排出される資源物日常生活で排出される資源物
を、市内の自治会や子ども会などの団体が集め、資を、市内の自治会や子ども会などの団体が集め、資
源回収業者に回収してもらったものを指します。源回収業者に回収してもらったものを指します。

計計
4,314㌧4,314㌧

古紙・古布類古紙・古布類
1,965㌧1,965㌧

びんびん
594㌧594㌧

かんかん
218㌧218㌧

ペットボトルペットボトル
147㌧147㌧

容器包装プラスチック容器包装プラスチック
1,247㌧1,247㌧

牛乳パック12㌧牛乳パック12㌧
その他 131㌧その他 131㌧

【行政収集資源物とは】【行政収集資源物とは】家庭から出た容器包装プラス家庭から出た容器包装プラス
チック、ペットボトル、びん・かん、古紙・古布なチック、ペットボトル、びん・かん、古紙・古布な
どを市や市の委託業者が収集したものを指します。どを市や市の委託業者が収集したものを指します。

ご み 処 理 に か か る 経 費 な どご み 処 理 に か か る 経 費 な ど
　左記のように、ごみ処理にかか
る費用は、ごみ収集運搬費用・中
間処理費用・最終処分費用・有料
ごみ袋等費用等を合わせ、令和3
年度は総額約11億2千5百万円と
なっています。
　本来この経費は、ごみ処理（有
料ごみ袋）手数料や粗大ごみ処理
手数料等で賄っていくことが望ま
しいのですが、その総額は約
2億7百万円で、残りの9億円以上
を皆さんに納めていただいた市税
などで補っているのが実情です。
　このようにごみを処理するには
多額の費用が必要であり、資源化
にも費用がかかります。そのため、
日ごろより市民の皆さんにはごみ
の減量はもちろんのこと、分別排
出にもご尽力いただいております
が、更なるごみの減量などにご協
力をお願いします。

ごみ収集運搬等費用ごみ収集運搬等費用

ごみ収集運搬等 511,162千円

中間処理費用中間処理費用

柳泉園組合負担金 227,990千円

最終処分費用最終処分費用

東京たま広域資源循環組合負担金 180,205千円

有料ごみ袋等費用有料ごみ袋等費用

指定収集袋作製・配布委託料 44,954千円

ごみ袋・粗大ごみ処理券事務委託料 12,869千円

その他経費 41,094千円

職員人件費職員人件費 106, 661千円

合計合計 1,124,935千円

◆ごみ処理にかかる経費 ◆財源の内訳 0
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ごみ処理（有料ごみ袋）ごみ処理（有料ごみ袋）
手数料等手数料等

約 207,629 千円約 207,629 千円
約 18.5％約 18.5％

一般財源等一般財源等
約 917,306 千円約 917,306 千円

約 81.5％約 81.5％

　左表は多摩地域ごみ実態調査に掲載されている柳泉園組合の組成分析(
乾ベース※)です。皆さんのご協力のもと、可燃ごみ内の紙類などの混入
率は令和2年度比で9.3㌫減少しています。しかし、令和3年度にも約25㌫
の紙類が混入しており、これらを雑紙（下記参照）として資源へ排出して
いただくことで、ごみの減量・資源化に大きくつながります。また、約2
1㌫のプラスチックの適正な分別を行い、不燃ごみや容器包装プラスチッ
クとして排出いただくことでもさらなる資源化へとつながります。

※乾ベースとはごみの組成分析を行う前に、乾燥させ、対象物の水分を除
去したうえで組成分析を行うことです。逆に排出されたままで、水分を含
んだ状態での分析は、湿ベースと表記されます。水分量によって大きく値
は変化します。そのため、より正確に排出された対象物の割合の比較を行
うため、乾ベースを基に比較・分析を行っています。

単位 可燃ごみ（％） 不燃ごみ（％）
紙類 24.6 1.5
厨芥 16.0 0.0
繊維 8.8 0.6
木・草 23.2 2.9
その他可燃物 2.2 2.9
プラスチック 20.7 54.5
ゴム・皮革 1.5 0.4
金属 2.6 7.5
ガラス 0.0 12.0
土砂・陶磁器 0.4 17.7
その他不燃物 0.0 0.0
合計 100.0 100.0

◆組成分析（令和3年度実績） 

◆これらも資源になる紙類の「雑紙」です！ 

全地区 紙袋などに
まとめて入れて
資源物集積所へ 火曜日

　上記のように、資源物としてリサイクルできる紙類（お菓子の箱・トイ
レットペーパーの芯・はがき・包装紙など）が可燃（燃やせる）ごみとして
多く排出されています。これらの紙類は古紙と同様に資源として生まれ変
わりますので、資源物収集日に排出をお願いします。排出の際は、クリッ
プやホッチキスの芯、テープ、ファイルの留め具などが混入しないようご
注意ください。

収集日 排出
方法 


